
がん対策推進計画（第４次）（素案）に対するパブリックコメントの結果

箇所

ページ 章 項

1

P2 第1章 1　策定の趣旨 『「がん情報の提供のあり方」に関しても、不十分なことが
多々あるため、必要な県民に必要ながん医療情報等が提
供されていないことも懸念されています。山梨県は平成21
（2009）年から「がん情報の提供体制と相談支援の在り方
検討会」を開催してきた経緯を持つ稀有な自治体です。今
後も、がん情報の在り方と相談支援の充実に努めていく所
存です。』と追記してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『加えて、がん情報の提供方法のあり方や相談
支援の充実など、これまで以上の取り組みが求
められている課題についても、対策が必要で
す。』と修正します。

2

P2 第1章 1　策定の趣旨 「医療従事者」の後に『医療施設』と追記してほしい。 1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県と国、市町村、がん患者を含めた県民、医
療従事者、 医療機関、医療保険者、事業主、
学会、患者団体等の関係団体、マスメディア等
（以下「関係者等」という。）が一体となって、』と
修正します。

3

P4 第2章 1　全体目標の成果
と評価

75歳未満年齢調整死亡率の減少は、17％ではなく12％で
はないか。

1 【修正加筆等意見反映】
年齢調整死亡率は、人口10万人あたりに換算
した死亡数を表しています。2012年の73.8を
100％とした場合、2022年の61.3は83.1%で、約
17%減少しています。

分かりやすくするため、グラフのタイトルに『人
口10万人あたり』と追記します。

4

P4 第2章 1　全体目標の成果
と評価

「引き続き対策を・・・」を『さらなる対策を』と修正してほし
い。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『大腸や乳房、子宮の死亡率は減少しておらず
、更なる対策を継続していくことが必要です。』
と修正します。

5

P5 第2章 2　個別目標の成果
と評価
(1)科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
①がんの１次予防

喫煙率の改善目標を達成できていない。喫煙理由の調査
が必要と感じる。（P.9 4章1(1)①でも）

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

6

P5 第2章 2　個別目標の成果
と評価
(1)科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
①がんの1次予防

「引き続き対策が・・・」を『さらなる対策が・・・』と修正してほ
しい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『喫煙率は改善傾向にあるものの、目標を達成
できていないことから、更なる対策が必要で
す。』と修正します。

7

P5 第2章 2　個別目標の成果
と評価
(1)科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
②がんの早期発見
及びがん検診（２次
予防）

予算増になるかと思うが、市町村検診の日程を増やす、予
備日を設けるなどの工夫が必要。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

8

P5 第2章 2　個別目標の成果
と評価
(2)患者本位のがん
医療の実現

「第３次計画では・・・一定の成果が見られたところです。」
を「第３次計画では・・・『医療施設および医療従事者等の
努力により』一定の成果が見られたところです。」と追記し
てほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『第３次計画では、がんゲノム医療の推進、が
んの手術療法・放射線療法・薬物療法・免疫療
法の充実、チーム医療の推進、支持療法の推
進を実現するための取組みを行い、医療機関
及び医療従事者等の努力により一定の成果が
見られたところです。』と修正します。

No. 意見数 意見に対する県の考え方（対応方針）意見の内容
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No. 意見数 意見に対する県の考え方（対応方針）意見の内容

9

P6 第2章 2　個別目標の成果
と評価
(3)尊厳を持って安
心して暮らせる社会
の構築

患者経験者としては情報提供と相談対応が不十分に感じ
る。
（治療時、入院中に相談支援センターやがん体験者である
ピアサポーターの存在を知ることは無く、退院後、自ら情報
を取りに行ったため）

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

10

P7 第3章 1　科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実

『「がんは遺伝子の変化で起る疾病」であることを充分に理
解しがんを予防する方法を普及啓発』と追記してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がんを予防する方法やがんの原因が遺伝子
の変化であることを普及啓発するとともに、』と
修正します。

11

P8 第3章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築

「がん患者やその家族等が住み慣れた地域社会で生活を
していく中で、がんサバイバーシップ向上のために必要な
支援を受けることができる環境の整備を目指します。」に
『がんサバイバーシップの向上』を追記してほしい。（注釈を
含む）

1 【記述済み】
第4章　分野別施策と個別目標に記載していま
す。

『がん患者やその家族等が住み慣れた地域社
会で生活をしていく中で、がんサバイバーシップ
向上のために必要な支援を受けることができる
環境の整備を目指します。』と修正します。

12

P10 第4章 1　科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
(1)がんの１次予防
①生活習慣につい
て

「「健やか山梨 21（第３次）」に沿った取組みを・・・」を『「健
やか山梨 21（第３次）」と整合性をとった取り組みを』・・・と
修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県は、生活習慣について、「健やか山梨21（第
３次）」と整合性をとった取組みを引き続き推進
します。』と修正します。

13

P12 第4章 1　科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
(1)がんの１次予防
②感染症対策につ
いて

・目指すだけでは目標がわからなため具体的な個別目標
を明記する。
・喫煙率に関しては、第3期がん対策推進基本計画での数
値目標を参考に、『成人喫煙率を2029年までに12％とす
る』と明記する。

1 【その他】
計画の達成状況については、ロジックモデル
（※）を用いて把握するとともに、可能な限り数値
化した指標を用いて評価を行います。
「第5章　5目標の達成状況の把握」に、ロジック
モデルを用いて評価を行う旨を追記します。

※施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論理的
な関係を体系的に図式化したもの

14

P13 第4章 1　科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
(2)がんk検診の2次
予防
①受診率向上対策
について

「必要に応じて」を削除し、『定期的に地域・職域連携協議
会ややまなし健康経営優良企業等をと連携し職域検診の
実施主体とも情報共有を図ります。』と修正してほしい。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

15

P14 第4章 1　科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
(2)がんk検診の2次
予防
②がん検診の精度
管理等について

『県は、精検受診率を高めてがん検診の成果を最大化す
るため、全ての「事業評価のためのチェックリスト」項目を
好事例といえる他県（滋賀県等）を参考にして取り組む。』
と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『精検受診率を高めてがん検診の成果を最大
化する方法について他自治体の好事例を収集
するとともに、山梨県生活習慣病検診管理指導
協議会により決定された内容に基づき、市町村
及び検診実施機関へ指導・助言等を行いま
す。』と修正します。

16

P15 第4章 1　科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
(2)がんk検診の2次
予防
③科学的根拠に基
づくがん検診の実施
について

『がん検診のメリットとデメリットを周知するなどして、県民
ががん検診の効果を最大限受け取れるよう普及啓発を徹
底する。』を追記してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『科学的根拠に基づくがん検診が実施され、県
民ががん検診のメリットとデメリットを正しく理解
し、がん検診の効果を最大限享受できるよう、
市町村、検診実施機関、県民への普及啓発を
図ります。』と修正します。
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17

P15 第4章 1　科学的根拠に基
づくがん予防・がん
検診の充実
(2)がん検診の2次
予防
③科学的根拠に基
づくがん検診の実施
について

『がん検診の種類を性差別に明確に示し、女性特有のが
ん検診をオプション的な扱いとならないよう徹底する』を追
記してほしい。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

18

P15 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供

「・・質の向上を目指す～」を『・・・質の向上を目指し、第4章
3－（3）に後述する「がんサバイバーシップ」の向上を充実
させる。』と修正してほしい。

1 【反映困難】
副題については、各分野別施策を簡潔に表現
しています。

19

P16 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
①医療提供体制の
均てん化・集約化に
ついて

「・・・山梨県がん診療連携拠点病院連絡協議会に対し提
供するなど体制の整備を推進します。」を『・・・山梨県がん
診療連携拠点病院連絡協議会と共有し、県民とPPI体制が
できるよう環境整備を推進します。』と修正してほしい。
（PPIには注釈として「patient and public involvement」の略
として適切な説明をつける。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

20

P16 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
①医療提供体制の
均てん化・集約化に
ついて

「インフォームドコンセントの取得」を『患者がインフォーム
ド・コンセントを医療者に適切に提供できる環境整備』と修
正してほしい。

1 【記述済み】
「インフォームド・コンセントの取得（中略）などが
適切に実施されるような体制整備」と記載して
います。

21

P16 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
①医療提供体制の
均てん化・集約化に
ついて

「地域の実情に応じた連携体制を整備する取組みを平時
から推進します。」を、『地域の実情に応じた連携体制を整
備する取組みを平時から拠点病院等と共に推進します。』
と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『地域の実情に応じた連携体制を整備する取組
みを拠点病院等とともに推進します。』と修正し
ます。

22

P17 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
②がんゲノム医療
について

「また、がんゲノム医療拠点病院等と協力し、・・・」を、『ま
た、がんゲノム医療拠点病院等及び医師会等団体、相談
支援関係者および民間・ピアサポーター等と協力し、・・・』
と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がんゲノム医療拠点病院等や関係団体と協力
し、がんゲノム医療についての普及啓発を図
り、』と修正します。

23

P17 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
③手術療法・放射線
療法・薬物療法につ
いて

「差の改善」を『格差の是正』と修正してほしい。 1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『地域間及び医療機関間における格差の是正
が求められています。』と修正します。

24

P18 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
④チーム医療の推
進について

「食事を通して栄養を摂取することや、・・・」を、『お口から
食事をとる行為で栄養を摂取することや、・・・』と修正して
ほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『また、療養生活の質の維持・向上の観点か
ら、経口での食事により栄養を摂取すること』と
修正します。
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25

P19 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
④チーム医療の推
進について

「地域の医療機関と議論を行い、拠点病院等と地域の医療
機関との連携体制・・・」を、『地域の医療機関や医師会等
団体と議論を行い、拠点病院等と地域の医療機関・診療施
設等との連携体制・・・』と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『山梨県がん診療連携拠点病院連絡協議会に
おいて地域の医療機関や関係団体と議論を行
い、』と修正します。

26

P21 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
⑦がんと診断された
時からの緩和ケア
の推進について

「患者やその家族に対し、できるだけ早い段階で、・・・」を
『すべての患者や家族に対し、できるだけ早い段階で・・・』
と分かりやすい表記にする。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『全ての患者やその家族に対し、』と修正しま
す。

27

P2１ 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
⑦がんと診断された
時からの緩和ケア
の推進について

「山梨県がん患者サポートセンター」を、『山梨県がん患者
サポートセンター、がんサロン等』として追加修正して間口
を広げる。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がん相談支援センターや山梨県がん患者サ
ポートセンター等の相談窓口の周知が行わ
れ、』と修正します。

28

P22 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
⑦がんと診断された
時からの緩和ケア
の推進について

「県は、拠点病院等と協力し・・・」を、『県は、拠点病院等お
よびがんサバイバー等と協力し・・・』と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『拠点病院等と協力し、がん医療に携わる全て
の医療従事者が基本的な緩和ケアを実践し、
その知識や技能を維持・向上できるよう、がん
経験者と連携した緩和ケア研修会の更なる推
進に努めます。』と修正します。

29

P23 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
⑧妊孕性温存療法
について

「行われるよう、人材育成等の体制整備を推進します。」
を、『行われるよう、がん相談支援センターやピアサポート
等の利用を促進し、人材育成等の体制整備を推進しま
す。』と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『また、がんと診断された全ての患者やその家
族に対し、できるだけ早い段階で、がん相談支
援センターや山梨県がん患者サポートセンター
等の相談窓口の周知が行われ、妊孕性温存療
法等に関する情報が提供される体制の整備を
進めます。』と追記します。

30

P23 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
⑧妊孕性温存療法
について

『これらの目標を可視化するため、計画期間の初期、中
間、最終アウトカムが評価できるよう、アンケート調査を
行ってその達成度を測ります。』と追記してほしい。

1 【その他】
計画の達成状況については、ロジックモデル
（※）を用いて把握するとともに、可能な限り数値
化した指標を用いて評価を行います。
「第5章　5目標の達成状況の把握」に、ロジック
モデルを用いて評価を行う旨を追記します。

※施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論理的
な関係を体系的に図式化したもの

31

P23 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(1)がん医療提供体
制等
⑧妊孕性温存療法
について

「さらに患者自身が～」を『患者並びに家族等が～』と修正
してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がん患者やその家族等が治療法を正しく理解
した上で提供を受けられるようにします。』と修
正します。
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32

P26 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(4)高齢者のがん対
策

「患者が望んだ場所で適切な医療を受けられることを目指
します。」を、「『患者が望んだ場所で適切な医療を受けら
れているか現状を数値化し、計画終了後の満足度が倍増
することを目指します。』と修正してほしい。

1 【その他】
計画の達成状況については、ロジックモデル
（※）を用いて把握するとともに、可能な限り数値
化した指標を用いて評価を行います。
「第5章　5目標の達成状況の把握」に、ロジック
モデルを用いて評価を行う旨を追記します。

※施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論理的
な関係を体系的に図式化したもの

33

P26 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(4)高齢者のがん対
策

「拠点病院等は、地域の医療機関及び介護事業所等との
連携体制の整備を・・・」を、『拠点病院等は、拠点病院連
絡協議会と連携し、地域の医療機関及び介護事業所等と
の連携体制の整備を進めます。』と修正。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『拠点病院等は、拠点病院連絡協議会と連携
し、地域の医療機関及び介護事業所等との連
携体制の整備を進めます。』

34

P26 第4章 2　患者本位で持続
可能ながん医療の
提供
(4)高齢者のがん対
策

『高齢のがん患者やその家族等のための意思決定支援
ワーキングを設置し、体制整備を構築します。』と追記して
ほしい。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

35

P26 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築

「～がんになっても安心して生活し、尊厳を持って生きるこ
とのできる地域共生社会を実現することで、全てのがん患
者及びその家族等の療養生活の質の向上を目指す～」
を、『～がんのサバイバーシップを向上することで、がんに
なっても安心して生活し、尊厳を持って生きることのできる
地域共生社会を実現するため、全てのがん患者及びその
家族等の療養生活の質の向上を目指す～』と修正してほ
しい。

1 【反映困難】
副題については、各分野別施策を簡潔に表現
しています。

36

P27 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(1)相談支援及び譲
歩提供
①相談支援につい
て

「がん相談支援センターや山梨県がん患者サポートセン
ターの相談窓口の周知が行われ・・・」を、「「がん相談支援
センターや山梨県がん患者サポートセンター『およびがん
サロン等』の相談窓口の周知が行われ・・・』と追記修正し
てほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がん相談支援センターや山梨県がん患者サ
ポートセンター等の相談窓口の周知が行わ
れ、』と修正します。

37

P27 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(1)相談支援及び情
報提供
①相談支援につい
て

県のホームページで患者会活動の一覧に新たな活動をし
ている団体も登録し、情報更新して欲しい。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

38

P27 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(1)相談支援及び情
報提供
①相談支援につい
て

ピアサポーター養成講座、フォロ－アップ研修は県がして
欲しい。がんという命にかかわる病気を外部の委託者に知
られたくなく、個人情報を提供するのはやめて欲しい。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

39

P28 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(1)相談支援及び譲
歩提供
①相談支援につい
て

「県は、インターネット等に掲載されているがんに関する情
報については・・・」を、「県は、『ホームページの「山梨のが
ん情報」へのアクセス数が向上するよう工夫すると共に』イ
ンターネット等に掲載されているがんに関する情報につい
ては・・・」と追記修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県ホームページ「山梨のがん情報」へのアクセ
ス数向上を図るとともに、インターネット等に掲
載されているがんに関する情報については、科
学的根拠に基づいているとは言えない情報が
含まれることを、県民に対して注意喚起する』と
修正します
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40

P29 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(1)相談支援及び譲
歩提供
①相談支援につい
て

「がん相談支援センターや山梨県がん患者サポートセン
ター」を、「がん相談支援センターや山梨県がん患者サ
ポートセンター『等』」と追記してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がん相談支援センターや山梨県がん患者サ
ポートセンター等の認知度を向上させ、』と修正
します。

41

P28 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(1)相談支援及び譲
歩提供
①相談支援につい
て

個別目標について、ホームページの閲覧をカウントし、数
値目標としてロジックモデルに採用する。また、山梨県がん
患者サポートセンターの利用者数をカウントし、数値目標を
設定してロジックモデルに採用する。

1 【その他】
計画の達成状況については、ロジックモデル
（※）を用いて把握するとともに、可能な限り数値
化した指標を用いて評価を行います。
「第5章　5目標の達成状況の把握」に、ロジック
モデルを用いて評価を行う旨を追記します。

※施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論理的
な関係を体系的に図式化したもの

42

P30 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(2)社会連携に基づ
く緩和ケア等のがん
対策・患者支援

「拠点病院等は、地域の実情に応じた患者支援体制の構
築のため、山梨県がん診療連携拠点病院連絡協議会にお
いて、セカンドオピニオンを受けられる医療機関や、緩和ケ
ア及び在宅医療等へのアクセスに関する情報提供の在り
方について『少なくとも年6回程度協議会を開催し』検討し
ます。」と修正してほしい。（数値目標を追記してほしい。）

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

43

P30 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(2)社会連携に基づ
く緩和ケア等のがん
対策・患者支援

「質の高い」というのはどういったことを差すのか。
患者のとらえ方で求めている医療内容が異なると思われ
る。（理想で書けば、患者が納得し安心して希望する医療
を受けられるために医療従事者とのコミュニケーションが
求められる）

1 【その他】
計画の達成状況については、ロジックモデル
（※）を用いて把握するとともに、可能な限り数値
化した指標を用いて評価を行います。
「第5章　5目標の達成状況の把握」に、ロジック
モデルを用いて評価を行う旨を追記します。

※施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論理的
な関係を体系的に図式化したもの

44

P31 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(3)がん患者等の社
会的な問題への対
策
①就労支援につい
て

「がん相談支援センターや山梨県がん患者サポートセン
ターの相談窓口の周知が行われ・・・」を、「がん相談支援
センターや山梨県がん患者サポートセンター『等』の相談
窓口の周知が行われ・・・」と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がん相談支援センターや山梨県がん患者サ
ポートセンター等の相談窓口の周知が行わ
れ、』と修正します。

45

P32 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(3)がん患者等の社
会的な問題への対
策
②アピアランスケア
について

「がん相談支援センターや山梨県がん患者サポートセン
ターの相談窓口の周知が行われ・・・」を、「がん相談支援
センターや山梨県がん患者サポートセンター『等』の相談
窓口の周知が行われ・・・」と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がん相談支援センターや山梨県がん患者サ
ポートセンター等の相談窓口の周知が行わ
れ、』と修正します。

46

P32 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(3)がん患者等の社
会的な問題への対
策
③がん診断後の自
殺対策について

「がん患者の自殺者数」ということは分かるが、「がん罹患
が理由である自殺」という事ははっきりとした裏付けがある
のか。複合的な自殺理由の１つとしてか。

1 【その他】
国の調査に基づくデータにより記載しています。
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47

P33 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(3)がん患者等の社
会的な問題への対
策
③がん診断後の自
殺対策について

「がん相談支援センターや山梨県がん患者サポートセン
ターの相談窓口の周知が行われ・・・」を、「がん相談支援
センターや山梨県がん患者サポートセンター『等』の相談
窓口の周知が行われ・・・」と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『がん相談支援センターや山梨県がん患者サ
ポートセンター等の相談窓口の周知が行わ
れ、』と修正します。

48

P33 第4章 3　がんとともに尊厳
を持って安心して暮
らせる社会の構築
(3)がん患者等の社
会的な問題への対
策
④その他の社会的
な問題について

「民間団体や患者団体等と連携し～」だけでなく、県が先頭
に立ち、市町村を巻き込む必要がある。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

49

P36 第4章 4　これらを支える基
盤の整備
(1)全ゲノム解析等
の新たな技術を含
む更なるがん研究
の推進

『県は、市町村および山梨県がん診療連携拠点病院連絡
協議会等と連携し』と追記してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県は拠点病院等と連携し、がん研究の更なる
促進により、がん予防に資する技術開発の推
進や医薬品・医療機器等の開発によるがん医
療の充実を図る』と修正します。

50

P37 第4章 4　これらを支える基
盤の整備
(2)人材育成の強化

『県は、市町村および山梨県がん診療連携拠点病院連絡
協議会等と連携し』と追記してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県は拠点病院等と連携し、がん医療における
人材育成の強化により、がん専門医療人材が
拠点病院等を中心に、適正に配置されることを
目指します。』と修正します。

51

P37 第4章 3　これらを支える基
礎の整備
(3)がん教育及びが
んに関する知識の
普及啓発

がん体験者が外部講師として活動するためには、研修が
必要。県教委でも研修会をしているが、外こども達の前で
話すためには研修だけでなく、一人一人のロープレなどの
練習も数回必要だと感じる。様々な立場の人に参加しても
らいながら学べるような機会の設定を希望する。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

52

P38 第4章 4　これらを支える基
盤の整備
(3)がん教育及びが
んに関する知識の
普及啓発

「県民ががん予防やがん検診による早期発見の重要性を
認識するとともに、がんを正しく理解することを目指しま
す。」を「『県は、』県民ががん予防やがん検診による早期
発見の重要性を認識するとともに、がんを正しく理解『でき
ているかどうか、アンケート調査等で数値化し、本計画の
初期、中間、最終年度において進捗状況を評価します。』」
と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県は、県民ががん予防やがん検診による早期
発見の重要性を認識するとともに、がんを正しく
理解することを目指します。』と修正します。

53

P38 第4章 4　これらを支える基
盤の整備
(4)がん登録の利活
用の推進

「がん登録情報の更なる利活用を目指します。」を「『県は、
県民にとって理解しやすいがん情報を提供するため、』が
ん登録情報の利活用を促進『し、より広く正確ながん情報
を提供します。』」と修正してほしい。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県は、がん登録情報の更なる利活用を促進
し、県民にとって理解しやすく正確ながん情報
の提供を目指します。』と修正します。

54

P39 第4章 4　これらを支える基
盤の整備
(5)患者・市民参画
の推進

「がん患者とその家族等を含む県民が、がん対策の重要
性を認識し、がん医療に関する正しい理解を得て、医療従
事者とも連携しながら、がん対策に主体的に参画する社会
を目指します。」を、「『県は、』がん患者とその家族等を含
む県民が、がん対策の重要性を認識し、がん医療に関す
る正しい理解を得て、医療従事者とも連携しながら、がん
対策に主体的に参画する社会を『実現するため、患者・市
民参画のための人材育成を支援するとともに、主体的な参
画のための環境整備を行います。』」と修正してほしい。

1 【実施段階検討】
ご意見は今後の施策立案の参考にさせていた
だきます。

本文のについては、『県は、がん患者とその家
族等を含む県民が、がん対策の重要性を認識
し、』と修正します。
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55

P40 第4章 4　これらを支える基
盤の整備
(6)デジタル化の推
進

「デジタル技術の活用等により、患者やその家族等の医
療・福祉・保健サービスへのアクセシビリティを向上させる
とともに、県、市町村、医療機関等が効率的かつ効果的に
サービスを提供できることを目指 します。」を、「『県は、デ
ジタル技術の活用等により、患者やその家族等『が』医療・
福祉・保健サービスへのアクセシビリティを向上させる『た
め、』市町村、医療機関等が効率的かつ効果的にサービス
を提供できる『環境整備を目指します。』」と修正してほし
い。

1 【修正加筆等意見反映】
ご意見を踏まえ記述内容を修正します。

『県は、デジタル技術の活用等により、患者や
その家族等の医療・福祉・保健サービスへのア
クセシビリティを向上させるため、県、市町村、
医療機関等が効率的かつ効果的にサービスを
提供できる環境を目指します。』と修正します。
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P40 第4章 4  これらを支える基
盤の整備
(6)デジタル化の推
進

「サービス提供による個人情報保護の徹底」も明記する。 1 【その他】
個人情報の保護は、デジタル化の推進にかか
わらず徹底していきます。
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P42 第5章 4　必要な財政措置
の実施と予算の効
率化・重点化

『がん予防は、予算を最大限有効に活用するためにも、大
きな役割を果たしています。県民の健康管理とともに、未
病、早期発見、早期治療につながる可能性が高い項目で
す。そのため、県は、科学的根拠に基づいたがん予防、が
ん検診の成果を最大化するための情報提供等を、県民に
定期的に発信すること』と追記してほしい。

1 【記述済み】
ご意見の趣旨は、「第4章　１科学的根拠に基づ
くがん予防・がん検診の充実」に記載していま
す。
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P42 第5章 5　目標の達成状況
の把握

「適宜調査を実施し・・・」を、『本計画の初期、中期、最終段
階において実施し・・・』と修正してほしい。

1 【その他】
計画の達成状況については、ロジックモデル
（※）を用いて把握するとともに、可能な限り数値
化した指標を用いて評価を行います。
「第5章　5目標の達成状況の把握」に、ロジック
モデルを用いて評価を行う旨を追記します。

※施策が目標とする成果を達成するに至るまでの論理的
な関係を体系的に図式化したもの
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意見募集期間が2週間というのは短い。 1 【その他】
ご意見は制度を所管する部署とも共有させてい
ただきます。
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